





























The Japanese Red Cross Medical Society
を牽引するリーダー病院の一翼を担っております。これは、赤十字の理念の実践に優れたリーダーシッ
プで病院を率いる一二三 倫郎院長及び歴代の院長方と、献身的な働きをしてきた職員の方々の努力の
賜物であります。
　日本は 2025 年にピークを迎える超高齢社会に向かっており、国による医療・介護機能の再編は進み、
今後も医療を取り巻く環境はますます厳しくなっていくでしょう。こうした中、全国 92 の大小様々な
機能を有する病院で構成され、職員数 52,000 人を擁する、赤十字病院グループに対する国民からの期
待は非常に大きく、また、それに応えることが日本赤十字社の使命でもあります。このため、今後はよ
り一層赤十字のグループ力を強化し、病院、介護施設、福祉施設などが一体となった対応をすることが
必要不可欠であります。日本赤十字社として、今後の社会環境の変化に柔軟に対応し、継続して事業を
展開していくためにも、本学会が赤十字職員のディスカッションの場となり、日本赤十字社全体が成長
していくための基点となることを願っています。
　最後になりますが、第５０回という記念すべき本総会を、周到な準備のもと、最大規模で開催してく
ださる熊本赤十字病院の一二三倫郎院長をはじめ、関係者の皆様のご尽力に深く感謝申し上げます。会
員の皆様には、今後とも本学会と赤十字グループの更なる発展のため、一層のご支援ご協力を賜ります
ようお願い申し上げてご挨拶といたします。
